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青
山
学
院
大
学
地
域
実
習 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
人
間
科
学
部
三
年
生

七
名
が
沖
縄
の
伝
承
話
を
学
ぶ 

  

二
〇
二
三
年
十
月
二
五
日
、
二
九
日
、 

三
〇
日
、
七
名
の
実
習
生
（
山
口
真
也
理

事
：
沖
国
大
教
授
現
地
指
導
者
）
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。
二
五
日
、 

当
セ
ン
タ
ー
の
活

動
内
容
や
沖
縄
の
民
話
の
特
徴
な
ど
を
大

田
副
理
事
長
が
講
話
し
、
県
立
図
書
館
主
催

「
空
飛
ぶ
図
書
館
」
（
移
動
図
書
館
・
大
宜

味
村
）
の
「
お
話
し
会
」
で
語
る
昔
ば
な
し

の
再
話
と
語
り
を
指
導
。 

更
に
照
屋
副
理

事
長
が
伝
承
玩
具
作
り
を
指
導
し
ま
し
た
。 

 

二
九
日
、「
空
飛
ぶ
図
書
館
」
の
「
お
話

し
会
」
や
「
お
も
ち
ゃ
作
り
教
室
」
は
旧
大

宜
味
小
学
校
跡
を
会
場
に
行
わ
れ
、 

学
生

た
ち
は
地
域
の
子
ど
も
達
と
ふ
れ
あ
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
学
生
た
ち
は
照
屋
寛
信
・

比
嘉
久
・
松
本
安
子
・
新
城
京
美
の
案
内
で

大
宜
味
村
の
伝
承
地
巡
り
を
行
い
ま
し
た
。 

 

三
〇
日
は
名
護
博
物
館
の
見
学
と
伝
承

玩
具
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
体
験
。 

昼

食
後
、 

辺
野
古
の
普
天
間
基
地
移
設
現
場

を
見
な
が
ら
、 

照
屋
副
理
事
長
か
ら
沖
縄

の
基
地
問
題
を
学
び
ま
し
た
。 

【
学
生
の
感
想
（
一
部
抜
粋
）】 

＊
田
港
で
は
、
松
本
安
子
さ
ん
の
「
テ
ィ
サ

ガ
森
」
の
お
話
し
を
聞
き
、
冒
頭
の
演
出
か

ら
話
に
す
ご
く
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し

た
。民
話
を
語
る
際
に
ニ
ガ
ナ
を
食
べ
た
歌

姫
が
歌
を
歌
う
シ
ー
ン
で
声
を
か
す
れ
さ

せ
て
い
た
り
、悲
し
げ
な
表
情
で
震
え
る
手

を
伸
ば
し
て
い
る
様
子
が
世
界
観
と
あ
っ

て
い
た
り
と
、物
語
に
強
く
引
き
込
ま
れ
ま

し
た
。 

＊
四
日
目
（
二
九
日
）
の
昼
食
で
、
民
話
に

ま
つ
わ
る
も
の
（
ニ
ガ
ナ
の
白
和
え
）
を
実

際
に
体
験
し
た
時
、昔
の
人
た
ち
も
こ
れ
を

食
べ
、
今
日
と
同
じ
よ
う
に
「
こ
れ
は
テ
ィ

サ
ガ
姫
の
好
物
だ
」と
語
っ
て
い
た
の
か
な

ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
松
本
さ
ん
の

お
話
し
を
聞
い
て
、数
百
年
前
の
人
た
ち
と

シ
ン
ク
ロ
し
た
よ
う
で
、現
地
で
体
験
し
な

い
と
感
じ
ら
れ
な
い
不
思
議
な
気
分
に
な

り
ま
し
た
。 

＊
沖
縄
で
「
人
文
（
ジ
ン
ブ
ン
）」
は
「
知

恵
」の
こ
と
を
指
す
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
田
さ
ん
の
実
演
を
聞
き
な
が
ら
、

民
話
の
語
り
が
ま
さ
し
く
人
文
（
ジ
ン
ブ
ン
）

だ
と
感
じ
ま
し
た
。何
十
年
も
聴
き
取
り
調

査
を
し
、デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
作
る
ま

で
の
道
の
り
は
長
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
伝
承
話
が
残
っ

て
い
た
と
し
て
も
、伝
え
る
人
が
い
な
け
れ

ば
や
は
り
認
知
度
は
薄
れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
も
思
い
ま
し
た
。デ
ジ
タ
ル
で

叶
う
部
分
も
あ
れ
ば
叶
わ
な
い
部
分
も
あ

る
、
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
人
文

（
ジ
ン
ブ
ン
）
を
大
切
に
す
る
、
と
い
う
こ

と
を
考
え
な
が
ら
、
民
話
だ
け
で
な
く
、
地

域
文
化
、伝
統
文
化
の
継
承
に
つ
い
て
こ
れ

か
ら
も
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 
 

NPO 法人沖縄伝承話資料センターだより２８号 

は に ん す 
昭和 51 年（1976 年）3 月、伊良部島の民話調査

で佐和田カニさんから話を聞く遠藤庄治。「アガリ

パトルマ若按司」を聞いているのだろうか？佐和田

カニさんの話は、『いらぶの民話』（平成元年 9 月

30 日／伊良部町）などに掲載されている。 
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第
１
９
回
通
常
総
会
は
、 

 
 

 
５
月

２
５
日
（土
） 

 
 

今
年
度
の
通
常
総
会
は
左
記
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。 

 

日
時
：
２
０
２
４
年
５
月
２
５
日
（
土
） 

場
所
：
ぎ
の
わ
ん
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス 

１
階
会
議
室 

受
付
：
午
後
１
時
３
０
分 

開
会
：
午
後
２
時 

 

※
総
会
終
了
後
、
「
民
話
調
査
開
始
５
０
周

年
座
談
会Ⅱ

」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

※
ぎ
の
わ
ん
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
宜
野
湾

市
志
真
志
４
‐
２
４
‐
７
（
伝
承
話
資
料
セ

ン
タ
ー
の
向
か
い
） 

 
 ※

総
会
の
中
で
、
『
遠
藤
庄
治
著
作
集
第
二

巻
―
伝
承
話
調
査
と
資
料
解
説
―
』
の
完
成

報
告
も
行
い
ま
す
。 

 

     

民
話
劇
「鬼
慶
良
間
」を 

ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
で
録
音 

 

当
セ
ン
タ
ー
会
員
の
西
岡
敏
さ
ん（
沖
縄

国
際
大
学
日
本
文
化
学
科
教
授
）か
ら
、「
遠

藤
先
生
が
書
い
た
「
鬼
慶
良
間
」
の
脚
本
を

ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
で
録
音
し
た
い
」と
い
う
依

頼
が
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
し
た
。 

「
鬼
慶
良
間
（
ウ
ニ
ギ
ラ
マ
）」
と
は
、

渡
嘉
敷
島
で
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
大
力

者
の
英
雄
の
こ
と
で
、
遠
藤
庄
治
は
、
渡
嘉

敷
村
の
民
話
調
査
（1

9
7

9

年
～1

9
8
1

年
）

の
際
、「
鬼
慶
良
間
」
の
伝
説
を
聞
き
、
そ

れ
を
「
民
話
劇
・
鬼
慶
良
間
」
の
脚
本
に
仕

上
げ
ま
し
た
。
そ
の
劇
は
、
渡
嘉
敷
島
の
古

代
の
神
々
の
話
、
神
と
な
る
ま
で
の
英
雄
・

鬼
慶
良
間
の
話
、
そ
し
て
沖
縄
戦
で
鬼
慶
良

間
の
残
し
た
言
葉
で
生
き
延
び
た
島
の

人
々
の
話
を
三
幕
で
表
現
す
る
壮
大
な
劇

で
、
今
で
も
沖
縄
国
際
大
学
の
学
生
た
ち
に

よ
っ
て
大
学
祭
で
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。 

か
ね
て
か
ら
、
「
遠
藤
先
生
こ
そ
鬼
慶
良

間
だ
」と
言
っ
て
い
た
西
岡
敏
さ
ん
は
、「
こ

の
脚
本
を
ぜ
ひ
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
で
録
音
し

た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
文
部
省
科
学

研
究
費
補
助
金
「
琉
球
列
島
に
お
け
る
危
機

言
語
の
文
芸
の
記
録
と
再
生
の
試
み
」
を
活

用
し
て
、
そ
れ
が
実
現
し
ま
し
た
。 

当
初
、
古
代
の
神
々
や
ノ
ロ
た
ち
の
祈
り

の
言
葉
を
う
ま
く
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
で
表
現

で
き
る
か
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
照
屋
副

理
事
長
が
、「
鬼
慶
良
間
」
の
脚
本
を
読
み

直
し
て
、「
こ
れ
は
、
遠
藤
先
生
の
沖
縄
へ

の
思
い
が
詰
ま
っ
た
作
品
だ
。挑
戦
し
て
み

よ
う
！
」
と
言
い
、「
民
話
劇
・
鬼
慶
良
間
」

の
脚
本
の
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
へ
の
翻
訳
と
録

音
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

取
り
組
む
こ
と
二
カ
月
、
み
ご
と
、
ウ
チ

ナ
ー
グ
チ
の
翻
訳
が
完
成
し
、録
音
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
、
翻
訳
・
録
音
を

担
当
し
た
の
は
、
照
屋
寛
信
、
安
里
洋
子
、

大
田
利
津
子
、
宜
保
清
美
、
新
城
京
美
、
比

嘉
和
男
、
喜
納
弘
子
、
田
名
洋
子
で
す
。
仕

上
げ
た
録
音
を
聞
い
た
み
な
さ
ん
は
、 

「
ツ

ヤ
ー
、
ア
ン
シ 

ジ
ョ
ー
ジ
ヤ
ル
。

シ
バ
イ
シ
ー
ヌ
グ
ト
ゥ
ル 

ヤ
ン
テ
ー 

（
君
は
と
て
も
上
手
だ
ね
、
ま
る
で
芝
居

士
の
よ
う
だ
ね
）」
の
言
葉
も
飛
び
交
い
、

自
分
た
ち
の
思
わ
ぬ
才
能
を
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。 

※
「
民
話
劇
・
鬼
慶
良
間
」
の
ウ
チ
ナ
ー
グ

チ
版
（
方
言
訳
原
稿
）
は
、『
沖
縄
国
際
大

学
日
本
語
日
本
文
学
研
究
』（
日
本
文
化
学

科
紀
要
）
に
順
次
掲
載
さ
れ
る
予
定
。 

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇ 

ぎ
の
わ
ん
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の 

バ
ザ
ー
に
協
力 

―
民
話
の
語
り
と
本
の
販
売
― 

日
頃
の
駐
車
場
借
用
の
お
礼
を
兼
ね
て
、

当
セ
ン
タ
ー
向
か
い
に
あ
る「
ぎ
の
わ
ん
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
主
催
の
バ
ザ
ー
に
協
力
し
、

民
話
の
語
り
（
大
田
利
津
子
）
と
セ
ン
タ
ー

の
本
販
売
（
渡
慶
次
勲
・
宜
保
清
美
）
を
行

い
ま
し
た
。
沖
国
大
口
承
文
芸
研
究
会
の
卒

業
生
の
（
旧
姓
当
間
）
節
子
牧
師
が
、
私
た

ち
の
活
動
を
丁
寧
に
紹
介
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
本
も
売
れ
ま
し
た
。
感
謝
！ 
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豊
見
城
市
の
民
話
集
づ
く
り
に
協
力 

  

２
０
０
話
の
梗
概
を
作
成
・
納
品 

 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
豊
見
城
市
か
ら
委

託
を
受
け
て
、
民
話
集
づ
く
り
に
協
力
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
昨
年
度
に
納
品
し
た
豊

見
城
の
民
話
６
５
０
話
の
翻
字
資
料
の
中

か
ら
２
０
０
話
を
選
び
梗
概
（
あ
ら
す
じ
）

を
作
成
し
ま
し
た
。 

そ
の
中
か
ら
、
豊
見
城
市
に
ゆ
か
り
の
深

い
話
を
紹
介
し
ま
す
。 

  

瓦
屋
節
由
来 

 
 
 
 
 

 

豊
見
城
市
字
翁
長 

男
性
（
Ｍ
４
２
生
） 

 

昔
、
支
那
で
瓦
の
こ
と
を
勉
強
し
て
、
沖

縄
で
初
め
て
屋
根
瓦
を
つ
く
る
こ
と
に
成

功
し
た
人
が
い
た
。
国
王
は
そ
の
人
を
呼
ん

で
、
「
君
は
財
産
を
貰
う
の
と
、
国
々
を
ま

わ
っ
て
、
き
れ
い
な
女
を
貰
う
の
と
ど
ち
ら

が
い
い
か
」
と
聞
い
た
。
そ
の
人
は
き
れ
い

な
女
を
貰
う
こ
と
を
選
び
、
今
の
壺
屋
で
瓦

造
り
を
し
て
い
る
仲
間
三
人
と
あ
ち
こ
ち

の
部
落
を
ま
わ
っ
て
、
き
れ
い
な
女
を
捜
し

た
。 高

安
門
中
の
本
家
（
ム
ー
ト
ゥ
ヤ
ー
）
の

屋
敷
の
裏
に
は
、
五
月
、
六
月
の
ウ
マ
チ
ー

の
時
に
、
保
栄
茂
（
び
ん
）
か
ら
来
る
ヌ
ル

が
通
る
た
め
の
裏
門
が
あ
っ
た
。そ
の
裏
門

か
ら
、
三
人
の
瓦
屋
が
入
っ
て
き
て
、
髪
を

洗
っ
て
乾
か
し
て
い
た
女
を
、無
理
や
り
担

い
で
連
れ
て
行
っ
た
。
高
安
門
中
の
本
家

（
ム
ー
ト
ゥ
ヤ
ー
）
に
は
、
棒
術
な
ど
も
上

手
な
偉
い
武
士
（
武
術
に
長
け
た
者
）
の
兄

弟
が
二
人
い
て
「
こ
れ
は
承
知
し
な
い
」
と

い
っ
て
追
い
か
け
た
。
女
を
担
い
だ
三
人
は
、

「
来
る
な
ら
来
て
み
、
私
た
ち
は
国
王
の
許

し
を
得
て
い
る
」
と
い
っ
て
、
左
御
紋
の
国

王
の
旗
印
を
見
せ
た
。
兄
弟
は
「
こ
れ
で
は

追
っ
て
行
け
な
い
」
と
戻
っ
た
。 

そ
れ
か
ら
壺
屋
は
こ
の
女
の
子
孫
が
広

が
っ
て
繁
盛
し
た
。今
で
も
壺
屋
か
ら
正
月

に
は
翁
長
の
高
安
（
タ
ケ
ー
シ
）
門
中
本
家

に
拝
み
に
来
る
。 

さ
ら
わ
れ
て
い
っ
た
女
が
識
名
の
馬
場

か
ら
翁
長
を
見
て
詠
ん
だ
歌
が
、 

瓦
屋
頂
登
て 

真
南
向
か
て
見
れ
ば 

島
影
や
見
し
が 

里
や
見
ら
ぬ 

と
い
う
瓦
屋
節
だ
。 

 

※
高
安
門
中
の
娘
が
裏
門
か
ら
さ
ら
わ

れ
て
い
っ
た
た
め
、
今
で
も
翁
長
・
保
栄
茂

の
部
落
に
は
、裏
門
を
つ
く
る
の
を
嫌
う
風

習
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。 

 
 

 

八
重
瀬
町
教
育
委
員
会 

伝
承
話
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化 

伝
承
話
資
料
セ
ン
タ
ー
が
協
力 

 
 

八
重
瀬
町
教
育
委
員
会
が
八
重
瀬
町
に

伝
わ
る
伝
承
話
の
資
料
整
理
を
行
い
、
継
承

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。 

令
和
五
年
度
、
セ
ン
タ
ー
は
八
重
瀬
町
教

育
委
員
会
か
ら
委
託
を
受
け
、６
０
０
話
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
資
料
の
中
に
は
、
沖
縄
国
際
大
学
口

承
文
芸
研
究
会
・
沖
縄
民
話
の
会
が
、
昭
和

５
７
年
に
調
査
し
た
旧
東
風
平
町
の
資
料

が
あ
り
、
東
風
平
当
銘
の
金
城
友
吉
さ
ん

（
明
治
４
３
年
生
）や
東
風
平
小
城
の
仲
座

カ
マ
ド
さ
ん
（
４
０
年
生
）
な
ど
、
明
治
生

ま
れ
の
話
者
が
、
し
ま
く
と
ぅ
ば
で
語
っ
て

い
る
昔
ば
な
し
や
伝
説
が
豊
富
に
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を
担
当
し

た
の
は
、
喜
納
弘
子
・
島
袋
智
子
・
村
山
友

江
の
三
名
で
す
。 

旧
東
風
平
町
は
「
鉄
人
譚
」
で
知
ら
れ
る

「
京
阿
波
根
親
方（
チ
ョ
ー
フ
グ
ン
ウ
ェ
ー

カ
タ
）」
の
出
生
地
で
、
旧
東
風
平
町
で
は

そ
の
人
を「
カ
ニ
カ
マ
ド
ゥ
ー（
鉄
カ
マ
ド
）」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

高
校
生
・大
学
生
、 

沖
縄
の
伝
承
話
を
学
ぶ 

 

２
０
２
３
年
８
月
１
５
日
に
首
里
高
校
生

が
「
沖
縄
の
シ
マ
ク
ト
ゥ
バ
を
普
及
さ
せ
る

た
め
に
民
話
の
活
用
」
に
つ
い
て
学
ぶ
。 

２
０
２
３
年
９
月
６
日
に
早
稲
田
大
学
日

本
語
教
育
研
究
科
修
士
課
程
の
方
が
「
沖
縄

の
言
語
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
欲
し
い
」
と
来

訪
。 

２
０
２
３
年
１
０
月
１
２
日
に
立
命
館
大

学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
教
授
が「
沖
縄

の
民
話
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
」
と
来
訪
。 

２
０
２
３
年
１
１
月
１
５
日
に
跡
見
学
園

女
子
大
学
生
が「
沖
縄
の
し
ま
く
と
ぅ
ば
で

民
話
が
聞
き
た
い
」
と
来
訪
。 

 

＊
琉
球
大
学
人
文
社
会
学
部
琉
球
ア
ジ
ア

文
化
学
科
４
年
生
が
、「
民
話
を
語
り
継
ぐ

こ
と-

沖
縄
の
民
話
文
化
を
中
心
に-

」
と
題

す
る
卒
論
を
提
出
。 

＊
沖
縄
国
際
大
学
大
学
院
地
域
文
化
研
究

科
南
島
文
化
専
攻
の
方（
セ
ン
タ
ー
学
生
会

員
）
が
、
修
士
論
文
「
沖
縄
に
お
け
る
蛇
の

文
化
―
民
話
・
伝
承
の
世
界
を
中
心
に
―
」

を
提
出
。 
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■会費の納入よろしくお願いします！ 

①ゆうちょ銀行 口座番号：01760-0-78884 

②沖縄銀行宜野湾支店 口座番号：1371606 

口座名義は①②とも下記のとおり。 

特定非営利活動法人沖縄伝承話資料センター 

伝
承
話
資
料
セ
ン
タ
ー
の 

在
庫
書
籍
差
し
上
げ
ま
す
！ 

 

セ
ン
タ
ー
会
員
に
限
り
ま
す
。 

お
一
人
、
各
書
籍
一
冊
ま
で
。 

 

伝
承
話
資
料
セ
ン
タ
ー
の
資
料
整

理
に
伴
い
、
左
記
の
セ
ン
タ
ー
在
庫

書
籍
を
会
員
の
み
な
さ
ま
に
譲
り
ま

す
！
欲
し
い
本
を
選
ん
で
、
セ
ン
タ

ー
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
（
※
電
話
で
の
申
し
込

み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）。 

              

 

お
一
人
、
各
書
籍
一
冊
ま
で
で
す
。 

左
記
の
表
の
番
号
に
丸
印
を
付
け

て
、
必
ず
、
本
人
の
連
絡
先
を
記
入

し
て
、
セ
ン
タ
ー
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
メ
ー

ル
下
さ
い
。 

連
絡
先
は
下
記
の
伝
承
話
資
料
セ

ン
タ
ー
の
連
絡
先
を
ご
覧
下
さ
い
。 

締
め
切
り
は
、 

５
月
１
７
日
（金
）午
後
５
時
！ 

 

各
書
籍
の
在
庫
数
に
は
限
り
が
あ

り
、
痛
み
の
激
し
い
も
の
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。
先
着
順

で
す
。 

              

申
し
込
み
受
付
後
、
受
け
渡
し
方

法
に
つ
い
て
相
談
の
連
絡
を
入
れ
ま

す
。
送
料
が
必
要
な
場
合
は
、
各
自

で
の
ご
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

総
会
時
に
受
け
渡
し
が
お
勧
め
！ 

  
 

           

NPO 法人沖縄伝承話資料センター 

〒901-2214 宜野湾市我如古 2-4-15 301 号 

TEL/FAX 098-890-2455   

E-ｍail：denshow1@at.au-hikari.ne.jp 

１ たまぐすくの民話  

２ 本部町の民話 上巻・昔話編  

３ かつれんの民話 本島編 

４ いしかわの民話 昔話編 

５ むかしばなし(沖縄市教育委員会)  

６ むかしばなしⅡ(沖縄市：第 27集)  

７ むかしばなし動物昔話(沖縄市：第 23集)  

８ 渡嘉敷村史資料編  

９ 大宜味のむかし話 編者：福地廣昭 

10 おおぎみの昔話  

11 宜野湾市史 第十章  

12 読谷村 伊良皆の民話  

13 読谷村 喜名の民話  

14 読谷村 長浜の民話  

15 読谷村 大木・牧原・長田の民話  

16 読谷村 瀬名波の民話 

17 読谷村 儀間の民話  

18 読谷村 宇座の民話  

19 読谷村 大湾・古堅の民話 

20 読谷村 上地・親志・都屋の民話  

21 久米島 仲里村史 仲里の民話 

22 名護市 屋我地の民話  

23 名護民話の会会報 じーる NO1  

24 名護民話の会会報 じーる NO3 

25 名護民話の会会報 じーる No4 

26 那覇の民話資料(第 1集 小禄地区) 

27 具志川市史第三巻民話篇 抜刷 

28 みやこのみんわ―民話テレフォン第一集 

29 みやこのみんわ―民話テレフォン第二集 

30 ゆがたい 宮古島の民話 第一集 

31 ゆがたい 宮古島の民話 第三集 

32 ゆがたい 宮古島の民話 第四集 

33 沖縄民話の会会報セット（創刊号～14号） 

34 子どものための民話集 第 1集 

35 小浜島の民話（資料集） 

36 日本民話の会 民話学校 in沖縄  

37 民話の手帖季刊第 9号（1982） 

38 民話の手帖季刊第 30号（1986） 

39 民話の手帖季刊第 31号（1987） 

40 民話の手帖季刊第 33号（1987） 

今年度の総会は、 

５月２５日（土）１４時 

ぎのわんセミナーハウス 

 

総会でお会いしまし

ょう‼ 
 

沖縄伝承話資料センター在庫書籍一覧 


